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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．一一．一一一一．．．一D．．．．．一．．．一．．
ボランティアニュースの編集・発行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホームページ作成委託事業甘青報珪旦集・提供字舌動　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社協だよりのボランティアコーナー
ボランティア活動等情報コーナーの掲示・管理
．．一．．一一一．．一．．．．．一「．「．一．．．．．．．一．ボランティアグループ活動経費助成
当事者組織化助成
民間財団等助成金
購整備繭　　　　　「鵬鵜糠囎各種保険
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福祉機器、コピー機・印刷機の保守・管理
活動室の管理
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寄付物品の受領・配分
さらに現在の取り組み状況を踏まえて、具体的事業説明の箇所では今後の展開イメージを①
これから育ちます、②ますます育ちます、③より大きな動きに、④着実に取り組みます、の4
つの図として表わしている。そしてこのイメージと事業の内容については、表3のように整理
することができる。
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（表3）事業内容のイメージ図の整理
①　これから育ちます
→新規事業や実施の期間が浅い事業、条件が整わず、課題が山積している事業
②　ますます育ちます
→すでに取り組みは始まっているが、個別課題への対応を中心とした事業
③　より大きな動きに
→すでに取り組みは始まっており、ミッションに直接関わりが深い事業、ボランティ
アセンター職員がそれぞれなんらかの関わりを持っている事業
④　着実に取り組みます
→拠点整備や助成事業など、ボランティアグループの利便性について維持継続するこ
とが必要な事業
事業の個別説明では、事業実施についての条件を提示しつつ、ミッション達成への取り組み
を時間軸で確認し、どのようなステップがあるのかを意識したものとなっている。これにより、
抽象的であったミッションが段階的に具体化され、中期的な組織目標、短期的な活動方針や課
題解決のためのアクションプランの立案、実行、評価というプロセスを推進することが可能と
なるものであると考えられる。さらには市民やボランティアグループに対しての役割期待が込
められたものとしても理解することができる（表4）。
（表4）　実施事業説明（例）
事業名　　　　　　　　　　　　目的．ねらい（改善．達成したいことなど）　　　　根づきと育ちの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イメージ
企業や勤労者とのつながりを深めます
旨　　　　　　　　　　　　　（目的）　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
市内の企業を中心に、横須賀特有の地域資源を含めたさま1
　旨4
　　　　　　　　　　　　　ぎ諮義奮灘甥醜義編難禦凝奮差篇講i　　　　　　　　　　　　　きることを模索していくこととする。　　　　　　　　　　i企業関係者向けの調査会（仮称）　　　　　　　　　　　　　1（ねらい）
・企業の社会的な役割とは何かを確認すること。
上一一
1・横須賀の企業の特徴を知ること。
|・企業の社会的な活動と、横須賀の地域課題とを結びつけ
Pる方法を明らかにすること。 鋤脇討…
一一一一一 一1団塊世代の人とのつながりを深めます
1「－P－　　　　　　　一焔的・　　　　　　　　一一一一一|　1　　　　　　　　旨蕊誘診鷺喫遠饗壕ぎ羨鴇雰撃翻嬬｝票
一一一一一
@　　コ
・降汐ア夏　レンダ　隷騨鵬鯵　　　　　
Q一一一一一…　　　一簸　　≡　妻繕　繍晶1　　　　　　…
（『よこすかボランティアセンター運営計画』より抜粋）
3点目のスキルについてであるが、『よこすかボランティアセンター』運営計画の策定の中
心的課題はもともと、「専門性強化」であるということと捉えるならば、事業を通じて専門職
としての専門性の明確化とそのための具体的な取り組みということに換言することができる。
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もともと、職員それぞれがチームとして機能し、他機関やボランティアグループ、市民などと
の協働を通じて組織としての役割を明文化することにより、社会に対しての「地域が抱える課
題」と「市民の持つ力」をアピールするということを最終目標として位置付けていた。しかし『よ
こすかボランティアセンター運営計画』の策定までの取り組みについては、専門性向上を図る
ための職員個々のスキルアップに強く関心が寄せられた傾向が否めない。
職員が求めるスキルの具体的な内容としては、前述している①議論の場をデザインするスキ
ル、②コミュニケーションスキル、③構造化のスキル、④合意形成のスキル、⑤組織のマネジ
メント、リーダーシップのスキルというものに加え、より事業に直結した課題として、会議運
営のスキルというものが挙げられていた。その会議に関わる諸問題については、①主催者（職
員）の事前準備の問題、②主催者（職員）の当日の会議運営上の問題、③参加者自身の会議に
参加する姿勢の問題の3つに分類し、具体的には、ボランティアセンター運営委員会を対象と
して事例検討を行い、会議の準備、当日の進行、会議後の対応について検討した。このことに
より、会議運営についてのプロセスを可視化できる「会議事前シート9」を試案として作成す
ることとなり、会言義運営についての評価を容易にすることができた。
4点目の成果の普及についてであるが、「地域福祉の推進において、「住民参加・協働」はもっ
とも重要な理念であり、社協組織全体で進めていくものである。そして、ボランティアセンター
は「看板」を掲げて、（社協組織において）住民に最も近い位置から、地域全体に呼びかけ推
進するセクションである10。」と捉えるのならば、地域福祉活動計画のみならず、ボランティ
アや市民に対して、より具体的なミッションを提示することが、社協の存在意義をより強化す
ることにつながるものであると考えられる。さらに、ボランティアセンターとしての個別運営
計画の策定は社協の存在をより身近にするとも言え、市民の地域福祉への参加を促すッールと
もなるものである。
また、ボランティアセンター運営計画の策定に職員が関わることによって、事業間連携、あ
るいは事業統合や事業廃止についての合意形成が図りやすくなるということも期待される効果
として挙げられる。さらに職員のスキルアップの向上は、業務に対するモチベーションの向上
につながるものであり、ミッションの作成は組織力の向上に寄与するものであることからも、
運営計画の策定は一担当だけが取り組むものではなく、社協ボランティアセンター職員すべて
が取り組まなければならないものである、という合意が職員内で形成される。しかしながら、
職員全員が時間をつくり、事業を検討する条件が整わないボランティアセンターがあるのも事
実である。担当職員が一人、あるいは他部署と兼務というボランティアセンターも少なからず
存在している。このような場合、運営計画の策定までは至らなくとも、いくつかのボランティ
アセンター職員が集まる場をつくる。あるいは、研修などの場を活用して、自らが抱えている
課題を表現し、議論していく場を日常的に作っていくことがまずもって必要である。組織にと
らわれず組織間連携をも視野にいれつつ、自らの問題意識が希薄化してしまわぬ内に社協がも
つネットワークを存分に活用する必要がある。これらの取り組みは全国ネットワークをもつ社
協だからこそ可能な取り組みであるともいえる。
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最後に『よこすかボランティアセンター運営計画』は職員の全員参加で策定したものではあ
るが、ボランティアセンター運営委員や地域のボランティア、地区社協ボランティアセンター
スタッフなど関係する人や地域住民との協働で策定されたものではないということを付記して
おく。スケジュールの都合や、もともと「モデル事業」の枠から発生した取り組みであったため、
やむをえない部分があったことは否めない。しかし、職員のみで検討されたことにより、テー
マが散逸せずに、目的を明確化することができたことは予想外の効果であった。加えて職員の
意思統一が図られ、スキルアップ化が図られたという効果も認められるものであった。ともあ
れ、今後、新たな改訂化の機会があれば職員以外の関係者や地域住民との協働による策定が必
要である。計画は常に見直し、ボランティアや市民活動団体とVCは刺激しあいながら相互に
高めあう、あるいは、地域とボランティアコーディネーターが組むことによって相乗効果を生
み出すような業務を創り上げることにつながるという次のステップを踏み出すことが期待でき
るからである。
なお、本稿は社協ボランティアセンターの事業内容及び、組織課題を検討するものであった
が、よこすかボランティアセンターを対象としてのみ検討したものであった。当然のことなが
ら、市町村社協（政令指定都市除く）は全国に1，807か所11あり、その特徴や地域性、事業内
容も多様であることは言うまでもない。今後はよこすかボランティアセンターの取り組みをモ
デルとしながら、多くの社協ボランティアセンターの組織課題、事業課題を比較検討し、新た
な社協ボランティアセンターの役割を再構築できればと考えている。
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